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★カタログ改訂しました 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★しっかり支柱
しちゅう

 ～問題提起編～ 

新規事業として木童が携わることになったのが、防獣ネットなどのポールを立てる杉製の支柱『しっかり支柱』です。 

床板や構造材とは違う、まったく新しい分野の木製品を、どうして木童が取り扱うことになったのか？  
 

山に杉などの苗木を植林しても、そのままでは鹿などに芽を食べられてしまいます。 

そのことが全国的に問題になっています。苗木を守るため、周囲に防獣ネットを張り巡らせるのです 

が、鹿は 2ｍぐらいの高さのあるものでないと跳び越えてしまいます。従来はポールを山の斜面に立 

てる際には、脚立などに登って 2ｍもの頭上に重い器具を持ち上げ、上から叩き込んでポールを地面 

に埋めていくという作業をしていました。 

大変な重労働で時間もかかります。 

また、防獣ネットというのは一度張り巡らせると 

そのポールはわざわざ撤去されることはないので、 

グラスファイバーや樹脂などのポールがそのまま山に 

放置されると環境にも優しくないという問題がありま 

した。 -ではどうすればよいのか？次号開発編へ続く- 

 

 

★家づくり現場レポ① Ｓ邸 東京都墨田区／設計：伊澤計画  
築 60 年の歴史ある住宅を 2 世帯仕様に改装した事例です。 

1Ｆのリビングダイニングと廊下には南波から松 105mm 巾、階段の段板、1,2F 洗面台、玄関手摺、下足入れの天板は

からパネル 30mm厚を使用して、つながりのあるデザインとなっています。 

一般的には、無垢床は床暖房に使用できませんが、木童の南波から松は欠点を抑える工程を踏んで手間暇かけている為、

製品力が高く、今回床暖房のあるリビングでも使っていただきました。現代的な住宅に生まれ変わり、お施主さんも大満

足な表情。木童も快適な住まいづくりのお手伝いが出来、なにより嬉しい限りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真提供：伊澤計画     

★家づくり現場レポ② mh邸 東京都武蔵野市／設計：光風舎 
こちらは 2世帯仕様の新築物件です。床にはやまと楢とわらべ杉を場所によって貼りわけていて、階段には源平パネルを

プレカットして搬入しました。その他に、棚や手摺、鴨居などにも源平パネルをふんだんに使用して貰っています。 

そして、最後の仕上げとして家具や床などは木童の桐油仕上げです。 

工務店の監督さんからも、“今回は木童さんの材料ばかりだね”と言われるほど沢山の国産材を使った物件となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★家づくり現場レポ③ F-House ﾘﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 京都府宇治市 
リフォームや増築を繰り返したことで大きな段差があったり使用していない部屋があったり…何かと無駄が多かったF邸。 

すべての空間を有効活用できるプランで全体をリノベーション、約 3ヶ月の工期をかけて驚くほど大きく生まれ変わりま

した。たくさんの人が集う環境に合わせた広い玄関土間や、無駄な間仕切りを取り払って広く使い勝手の良くなったリビ

ングなど住まい手さんの想いや要望がたくさん詰まった理想的な事例です。 

床材や外壁材には南波から松を採用、塗装は住まい手さん自ら施工した木童の桐油仕上げです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
KODOH NEWS 
■4 月随時・5/20（土）は東京支店で無料住宅相談会を行います。（原則第 2 土曜開催/予約制です。） 

■4/5～7 『関西農業資材 EXPO』しっかり支柱出展しました。場所：インテックス大阪 
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洗面台と階段には 

同じ源平パネルを使用。 

木童 東京支店 （平成 28年 11月より移転） 

東京都新宿区西新宿 7-7-26 ワコーレ新宿第一ﾋﾞﾙ 408 
TEL:03-5937-5069 FAX:03-5937-5079 
E-mail:tokyo@kodoh.co.jp 
  

木童 神戸本社  
兵庫県神戸市北区大沢町簾 437 
TEL:078-954-0072 FAX:078-954-0257 
E-mail:muku@kodoh.co.jp 
 

 

 

 

 

 

定期的に森を訪ねて、全国の山や

木の旬な情報をお届けするのが 

木童 STYLE。 

2017 年も全国飛び回りますよ！ 

道産・東北産材をまとめて「やまと」

と命名しました。ぶなも加わって、

ますます充実の広葉樹群です。 

山陰に豊富に残る地松

材で、上小無地 6 寸の 

床材を作りました。 

岐阜の東農檜，三重の尾

鷲檜，奈良の吉野系檜を

用途に応じて使い分け

ます。 

吉野・紀州系の杉と熊本県の小国杉、

こちらも用途に応じて使い分け。 

木童の杉という意味で「わらべ杉」

と命名しました。 

★新カタログがまだお手元に届いていな方は、ご連絡ください！ 

 

床暖房をいれた

部分は堅木のな

ら材を使用。 

床暖房以外の部

分は冷たくない

杉材を使用。 

内外装ともに 

から松を使用。

水にも強い。 

壁はコテ模様が

個性的な仕上が

りに。 

赤いのが従来型の器具。女性は頭上に持ち上げることが困難な重さ。斜面地での作業では重い器具

は扱いづらい。また、作業者の高齢化など林業界の課題は多い。 


